論文誌の電子ジャーナルをめぐる最近の動き by 林 和弘 & 科学技術動向研究センター






























㪠㫅㫋㪼㫉㫅㪼㫋⎇ⓥ⠪ ⎇ⓥᯏ㑐⺰ᢥ㩿ᚑᨐ㪀⎇ⓥ⾌ታ㓙⊛䈭㪠㪛䈱ᢛ஻䈫ㆇ↪䈱ᔅⷐᕈ䋨⎇ⓥ⠪䇮ᯏ㑐䋩ਇᱜ㒐ᱛ㪼㪄㪩㪸㪻㪢㪘㪢㪜㪥㪄⎇ⓥ⠪䊥䉹䊦䊋䊷㪩㪜㪘㪛 㪛㪦㪠䊂䊷䉺䊙䉟䊆䊮䉫㪦㫇㪼㫅㩷㪠㪛䉥䊷䊒䊮䉝䉪䉶䉴 ⎇ⓥ⾌䈱ㅘ᣿ᕈ䈱⏕଻␠ળ䈻䈱⺑᣿ᒁ↪ 䊶 䉝䉪䉶䉴ᢙ䈭䈬䈮䉋䉎ᮮᢿ⊛䊌䊐䉤䊷䊙䊮䉴⸃ᨆ






















































































11Science & Technology Trends   July  2009
データとのリンクが進んでいる。
2007 年にイギリス化学会が立ち上
げた Prospect プロジェクト 2）や、




























































た、先に紹介した PLoS ONE では
コミュニティブログ every ONE












































































































































て い る CrossRef で は、 新 た に
CrossCheck と呼ばれる不正探知プ
ロジェクトを 2008 年 6 月に開始し
た 13）。これは、インターネットか
らコピー＆ペーストした文章を発






























































は、DOAJ（Directory of Open 
Access Journals）によると4170誌、






（Directory of Open Access Repos-
itories）によれば、2009 年 6 月現在
で 1400 機関を超えている。日本の
機関レポジトリ数も 100 を超え、








































標 準 化 機 構（National Information 
Standards Organization、NISO）が、
2008 年 1 月から機関を同定する基
準作りに着手している 18）。
図表 1　Ranking of Web of World Repositories による機関レポジトリ総合評価ランキング
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在運営している e─Rad 35）、 国立
情報学研究所の科研費データベー
















































ている Serials Solutions 社は、XML

































図表 4　 独自の研究者 IDを持つ主な政府機関系データベース
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